
国　  労　  東　  京（１）2010 年 3 月５日（毎月１回５日発行）
昭和29年10月22日
第三種郵便物認可（　　　　） No. 1720

彰
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
質
疑
に
入
り
、
東
京
闘
争
団
・
松
本
団
員
か

ら
の
特
別
発
言
を
含
め
一
三
名
の
発
言
を
受
け
、
宮

﨑
組
織
部
長
の
答
弁
、
松
川
書
記
長
の
答
弁
が
さ
れ

た
。
書
記
長
集
約
で
は
組
織
強
化
拡
大
・
労
働
条
件

改
善
・
安
全
問
題
・
春
闘
・
不
採
用
問
題
な
ど
に
つ

い
て
集
約
が
さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
経
過
報
告
及
び

当
面
す
る
闘
争
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　

委
員
会
の
最
後
に
特
別
決
議
「
二
〇
一
〇
春
闘
勝

利
！
雇
用
破
壊
を
許
さ
ず
貧
困
と
格
差
の
根
絶
を
目

指
す
特
別
決
議
」「
分
会
活
動
強
化
か
ら
組
織
拡
大

実
現
に
全
力
を
挙
げ
多
数
派
実
現
を
目
指
す
特
別
決

議
」
の
二
本
と
委
員
会
宣
言
を
採
択
し
、
石
上
委
員

長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
、
組
織
拡

大
・
不
採
用
問
題
解
決
・
春
闘
勝
利
・
労
働
条
件
改

善
な
ど
当
面
す
る
課
題
に
国
労
東
京
全
体
が
全
力
で

取
り
組
む
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
発
言
の
詳
細
は
次
号
）

春
闘
標
語
入
選
・
大
宮
地
区
本
部
・
大
宮
工
場
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
秀
実

　
　
　
　

佳
作
・
上
野
支
部　
　
　

野
佐
根
浩
巳

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
支
部
日
暮
里
駅
分
会
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国 

労 

加 

入 

を

　

大
胆
に
訴
え
よ
う

話
そ
う
聞
こ
う
　

職
場
の
悩
み

仲
間
と
築
こ
う
　

職
場
の
絆

大
宮
工
場
支
部
　

佐
藤 

秀
実

働
く
誇
り
と
　

職
場
の
信
頼

一
番
も
っ
て
る
　

国
労
が
！

上
野
支
部
　

野
佐
根 

浩
巳

入
選

佳
作

　

東
京
地
方
本
部
第
九
九
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
二

月
二
〇
日
、
新
橋
・
交
通
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

稲
荷
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
・
委
員
会
成
立
宣
言

の
後
、
議
長
に
神
奈
川
地
区
本
部
・
富
田
豊
委
員
、

副
議
長
に
新
橋
支
部
・
古
沢
真
一
委
員
を
選
出
し
議

事
に
入
っ
た
。

　

石
上
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
宮
坂
全
国
交

運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
長
の
来
賓
挨
拶
、
上
部
機

関
か
ら
は
国
労
東
日
本
本
部
高
野
委
員
長
か
ら
挨
拶

を
受
け
た
。
松
川
書
記
長
が
経
過
報
告
な
ら
び
に
当

面
す
る
闘
争
方
針
案
に
つ
い
て
、
鎌
田
財
政
部
長
が

協
定
締
結
承
認
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
。

　

午
後
の
再
開
後
、
募
集
し
て
い
た
春
闘
標
語
の
表

組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
固
め
る

＝
第
９９
回
拡
大
地
方
委
員
会
＝

　

一
月
三
〇
日
、
沖
縄
・
名
護
市
長
選
の
稲
嶺
氏
の

勝
利
を
受
け
て
、
普
天
間
基
地
に
反
対
す
る
全
国
集

会
が
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場

に
は
全
国
か
ら
六
〇
〇
〇
名
が
結
集
し
、
改
め
て
普

天
間
基
地
の
閉
鎖
と
新
基
地
の
建
設
反
対
を
訴
え

た
。

　

集
会
に
は
、
福
島
み
ず
ほ
大
臣
や
民
主
党
の
斉
藤

議
員
ら
も
参
加
し
た
。
集
会
後
、
常
盤
橋
公
園
ま
で

デ
モ
行
進
を
し
、
散
会
し
た
。

 地方本部は本日、拡大地方委員会を開催し、委員の真摯な討論により昨年の大会で確立し

た運動方針の中間総括を行い、次期大会までの当面する闘争方針を確立した。 

 地方本部はこの間、組織強化・拡大を最重要課題として取り組んできた。各級機関の取り

組みにより、若手から年配者まで多くの加入報告が寄せられ、また、加入には至らなくても

多くの職場から、様々な取り組みが報告された。組織強化・拡大を実現することによって、

不採用事件の解決や労働条件改善等も、大きく前進することにつながる。この流れを確実な

ものとしていくために、国労の総力をあげた闘いに全機関・全組合員が取り組んでいかなけ

ればならない。 

 職場では「外注化」「機械化・システム化」「子会社化」等あらゆる施策が際限なく行われ、

労働条件の劣悪化・人員の削減が続いている。一方、駅職場では契約社員（GS）の導入が年々

拡大している。車両検修部門では、昨年１０月「グループ会社と一体となった業務体制のさら

なる推進」が本社提案され、大幅な委託拡大・子会社出向がおこなわれようとしている。同様

に、ＪＲ貨物会社に於いても下請け化、業務集約化などが進んでいる。こうした中で、労働

者の安全を守り、労働条件の改善を目指す私たち国労の取り組みは一層重要になっている。

GS の正社員登用試験も昨年から本格的に開始されたが、合格基準が不透明との不満の声も寄

せられている。現在の日本の雇用情勢を考えれば、この雇用不安を改善してゆくことが大変

重要である。 

私たちはこれまで安全・仕事総点検運動を職場で取り組み、安全や労働条件に係わる具体

的な事実から改善を求めてきた。「職場に労働運動を」「職場の中心に国労が座ろう」の合言

葉の通り、全職場からの取り組みを展開していくことが大変重要である。 

不採用問題の解決に向けた闘いは「４者・４団体」に全体が一致結束し、政治解決を目指す

環境と条件を作りあげてきた。その中で私たちは「ＪＲ不採用問題の解決に向けた１１・２６

集会」を民主党・社民党・国民新党・公明党・共産党の各政党による解決への決意をはじめ、

多くの仲間の参加により成功させてきた。また「ＪＲ不採用問題解決へ！２・１６中央集会」

を多くの組合員・支援共闘の方々の参加により圧倒的に成功させてきた。 

昨年行われた衆議院議員選挙では民主党が第一党となり政権交代が行われた。これを私た

ちが求める政治解決への絶好の機会ととらえ、各級機関がぞれぞれ最大限の取り組みを強め、

政府に一日も早い解決を求め、これからも大衆闘争や平行して取り組んでいる裁判闘争など

を強化しなければならない。私たちは今後も生活と雇用を守り、反戦平和・民主主義、護憲

を掲げ、そのためにも２０１０春闘勝利、７月の参議院選挙勝利に全力を挙げることが求め

られている。 

これらすべての課題に勝利するため、国労東京地本に結集するすべての機関・組合員は全

力を挙げることとする。 

 以上宣言する。                          

第99回拡大地方委員会宣言

「
普
天
間
基
地
は
い
ら
な
い

新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い

一
・
三
〇
全
国
集
会
」
を

開
催
！
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八
王
子
地
区
本
部
は
、
二
月
一
一
日
か
ら
一
二

日
、
都
内
・
青
梅
で
昨
年
に
続
き
組
織
拡
大
交
流
会

を
開
催
し
た
。

　

国
労
組
織
の
拡
大
を
目
指
し
、
職
場
で
の
取
り

組
み
に
生
か
す
た
め
に
、
情
勢
の
現
状
を
つ
か
み
、

お
互
い
の
経
験
に
学
び
あ
う
二
日
間
と
な
っ
た
。

　

小
山
委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
地
本

松
川
書
記
長
の
情
勢
報
告
。
新
橋
支
部
か
ら
新
宿
駅

グ
リ
ー
ン
ス
ッ
タ
ッ
フ
・
加
藤
君
の
自
己
紹
介
と

新
橋
支
部
石
井
書
記
長
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
一
一
月
・
一
二
月
に
三
名
の
国
労
加
入
が

あ
っ
た
武
蔵
小
金
井
駅
連
合
分
会
の
内
堀
分
会
長

か
ら
「
加
入
に
あ
た
っ
て
、
組
合
員
一
人
一
人
が

様
々
な
形
で
動
い
た
事
。
一
昨
年
ま
で
は
組
織
拡
大

な
ん
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
事
。
動
き
の
い
い
人
・

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
い
い
人
が
き
っ
か
け
を
作
っ
て
、

分
会
の
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
た
事
。
昨
年
一
月

西
国
分
寺
駅
連
分
会
で
国
労
加
入
の
小
林
さ
ん
と
、

も
と
も
と
交
流
が
あ
っ
た
事
か
ら
、
武
蔵
小
金
井
で

も
『
や
ろ
う
、
で
き
る
』
と
な
っ
た
」
な
ど
の
取

り
組
み
の
報
告
が
さ
れ
た
。
続
い
て
武
蔵
小
金
井

で
加
入
し
た
岡
本
さ
ん
と
中
嶋
さ
ん
か
ら
自
己
紹

介
が
さ
れ
た
。
熊
田
組
織
部
長
か
ら
提
起
が
あ
り
、

そ
の
後
七
班
に
分
か
れ
て
分
散
交
流
会
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
突
っ
込
ん
だ
話
が
さ
れ
た
。

　

二
日
目
は
東
日
本
本
部
高
野
委
員
長
の
情
勢
報

告
で
始
ま
り
、
特
別
報
告
と
し
て
地
本
宮
﨑
組
織
部

長
か
ら
東
京
地
本
の
取
り
組
み
が
、
今
月
加
入
が

あ
っ
た
甲
府
支
部
か
ら
の
報
告
が
塚
田
組
織
部
長

か
ら
さ
れ
た
。
昨
日
の
分
散
会
報
告
が
さ
れ
、
最
後

に
地
本
松
川
書
記
長
か
ら
「
人
間
関
係
も
労
働
条
件

の
一
部
。
他
労
組
の
人
か
ら
国
労
っ
て
い
い
な
、
と

思
え
る
分
会
を
つ
く
ろ
う
」、
さ
ら
に
東
日
本
本
部

か
ら
「
ど
こ
で
拡
大
の
芽
が
で
る
か
わ
か
ら
な
い
。

で
き
る
事
は
全
て
や
り
き
る
態
勢
を
」
な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
き
、
横
森
書
記
長
の
ま
と
め
で
交
流
会
を

終
了
し
た
。

　

国
労
家
族
会
東
京

地
方
連
合
会
は
、
第

五
五
回
定
期
総
会
を

東
京
地
本
会
議
室
に

お
い
て
開
催
し
た
。

青
柳
会
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
石
上
地
本
委

員
長
よ
り
Ｊ
Ｒ
職
場

の
現
状
と
「
安
全
・

安
定
輸
送
」
に
向
け

た
Ｊ
Ｒ
社
員
の
働
き

ざ
ま
や
、
Ｊ
Ｒ
不
採

用
問
題
の
年
度
末
に

組
織
拡
大
交
流
会
開催

八王子
地区本部

お知らせ

国労東京

法律相談

申し込みは
地本へ

相談費用

～初回は無料

向
け
て
の
解
決
へ
最
終
局
面
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
な
ど
、「
雇
用
・
年
金
・
解
決
金
」
を
勝
ち

取
り
一
日
も
早
い
解
決
に
全
力
を
挙
げ
る
為
に
家

族
会
と
共
に
闘
う
熱
い
決
意
が
語
ら
れ
た
。

　

地
本
の
青
年
部
長
や
婦
人
部
長
か
ら
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
全
体
で
確
認
し
た
。

　

総
会
の
討
論
は
、
宿
舎
の
統
廃
合
問
題
、
団
塊

の
世
代
の
退
職
に

伴
い
会
員
の
減
少

等
切
羽
詰
ま
っ
た

問
題
が
そ
れ
ぞ
れ

報
告
さ
れ
た
。
改

め
て
、
組
合
員
・

青
年
部
・
婦
人
部

と
強
い
連
携
を
深

め
、
会
員
拡
大
に

向
け
て
努
力
を
す

る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

最
後
に
青
柳
会

長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
」で
、

つ
つ
が
な
く
総
会

を
終
了
し
た
。

　
「
四
者
・
四
団
体
」
は
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
解
決

へ
！
二
・
一
六
集
会
」
を
二
月
一
六
日
、
都
内
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
し
た
。
与
党
三
党
を
軸
と

す
る
政
治
解
決
へ
の
正
念
場
を
迎
え
る
中
で
、
大

き
く
世
論
を
盛
り
上
げ
納
得
で
き
る
「
雇
用
・
年
金
・

解
決
金
」
を
勝
ち
取
る
た
め
、
東
京
地
本
お
よ
び

各
地
区
本
部
・
支
部
も
最
大
限
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
小
雪
の
降
る
悪
天
候
の
中

で
あ
っ
た
が
、
四
千
名
に
の
ぼ
る
組
合
員
や
共
闘

の
仲
間
が
結
集
し
大
成
功
の
う
ち
に
集
会
は
終
了

し
た
。

東
京
家
族
会

　

第
５５
回
定
期
総
会　

　
　
　
　
　

を
開
催

政
治
解
決
求
め

　
二・一
六
集
会
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